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「「野木町デマンドタクシー（仮称）「野木町デマンドタクシー（仮称）」」利用登録受付中利用登録受付中鎧鎧

事前登録制です。早めの登録をお待ちしています事前登録制です。早めの登録をお待ちしています。。

併せて「野木町デマンドタクシー（仮称）」の愛称も募集（１０月１６日まで）しています。

詳しくは、広報のぎ９月号差込みをご覧ください。

問総務課政策企画室 撒（５７）４１００／野木町社会福祉協議会 撒（５７）３１００
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自
宅
や
指
定
場
所
か
ら
目
的
地
ま

で
電
話
予
約
に
よ
り
運
行
し
ま
す
。

た
だ
し
、
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
異

な
り
複
数
人
と
の
乗
り
合
い
で
す
の

で
、
到
着
時
間
に
は
十
分
な
余
裕
を

も
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

野
木
町
全
域
と
光
南
病
院
（
小
山

市
）
で
す
。

酸
運
行
日

月
曜
日
～
金
曜
日

酸
運
休
日

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

８
月

日
～

日

１３

１６

月

日
～
１
月
３
日

１２

２９

利
用
登
録
し
た
方
で
、
一
人
で
タ

ク
シ
ー
に
乗
り
降
り
で
き
る
方
。

※
介
助
者
同
乗
の
場
合
は
利
用
可
。

事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
登
録
票
は
広
報
の
ぎ
９
月
号
に

差
込
み
ま
し
た
の
で
、
そ
の
用
紙
を

利
用
し
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

登
録
が
済
ん
だ
方
に
は
、
登
録
証

を
後
日
送
付
し
ま
す
。

事
前
に
利
用
券
を
お
求
め
く
だ
さ

い
。

※

歳
以
上
で
平
成

年
４
月
以
降

７５

２１

に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
は
、

利
用
券
二
冊（
２
０
０
円
×

回
分
）

２０

を
一
回
限
り
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
交
付
に
は
「
運
転
経
歴
証

明
書
（
有
料
）」
が
必
要
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課
政
策
企
画
室

町
保
健
セ
ン
タ
ー

茨
遅
く
て
も
利
用
予
定
便
の
１
時
間

前
ま
で
に
「
予
約
セ
ン
タ
ー
」
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
午
前
８
時
の
便

は
、
前
日
予
約
と
な
り
ま
す
。

※
予
約
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
、

利
用
登
録
後
に
発
行
す
る
登
録
証
に

記
載
し
ま
す
。

芋
利
用
予
定
日
の
一
週
間
前（
運
休

日
除
く
）か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
月

曜
日
の
便
は
、
金
曜
日
に
予
約
で
き

ま
す
。

鰯
受
付
時
間
は
、
午
後
４
時

分
ま

３０

で
で
す
。

允
予
約
の
際
は
、
次
の
こ
と
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
氏
名

②
電
話
番
号

③
利
用
希
望
の
時
間
の
便

④
乗
車
場
所

⑤
目
的
地

印
予
約
変
更
ま
た
は
キ
ャ
ン
セ
ル
を

す
る
場
合
は
、
す
み
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
乗
車
を
お
断

り
し
ま
す
。

茨
一
人
で
乗
り
降
り
で
き
な
い
方

（
介
助
者
同
乗
の
場
合
は
利
用
可
）

芋
小
学
生
以
下
の
一
人
で
の
乗
車

（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
利
用
可
）

鰯
ペ
ッ
ト
連
れ
の
乗
車
や
大
き
な
荷

物
を
持
ち
込
む

允
営
業
目
的
で
の
乗
車

茅
禁
止
事
項

・
酒
気
帯
び
並
び
に
著
し
く
車
内
の

風
紀
を
乱
す
と
思
わ
れ
る
行
為

・
車
内
で
の
飲
食
及
び
喫
煙

お
詫
び
と
訂
正

９
月
号
差
込
『
野
木
町
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
案
内
』
中
、「
出

か
け
る
と
き
」
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
自

宅
へ
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
地
へ
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

運
行
日
＆
運
休
日
は
？

運
行
区
域
は
？

利
用
す
る
に
は
？

利
用
で
き
る
方
は
？

利
用
料
金
は
？

運
行
方
法
は
？

利
用
券
は
ど
こ
で
？

予
約
方
法
は
？

乗
車
ル
ー
ル
は
？

１乗車につき

３００円大人（中学生以上）

２００円小人（小学生以下）

２００円７５歳以上

無料３歳以下
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午
後
２
時

分
開
場

午
後
３
時
開
演

３０

チ
ケ
ッ
ト（
指
定
席
）

酸
一

般
…
…
…
…
…
…
２
０
０
０
円

酸
学

生
…
…
…
…
…
…
１
５
０
０
円

酸
中
高
校
生
…
…
…
…
…
１
０
０
０
円

酸
小
学
生
以
下
…
…
…
…
…
５
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料
（
３
歳
未
満
の
お
子
様
で
座
席
が
必
要

な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
）

※
学
生
券
を
お
求
め
の
方
は
、
公
演
当
日
学
生
証
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

月
３
日
は
文
化
の
日
で
す

１１
今
年
も
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
・
町
公
民
館
等
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
文
化
活
動
を
行
い
ま
す
か
？

文化公演会
０さいからの

ファミリークラシック
「宮谷里香トリオ音楽会」

１１月２３日（月・祝）
エニスホール大ホール

文
化
の
花

咲
か
せ
た
い
～
第

回
野
木
町
文
化
祭
～

３３

月
日

10

（
土
）

２４（
日
）

２５（
金
）

３０（
土
）

３１

催
し
物

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

音
楽
会

囲
碁
大
会

展
示
発
表
会

模
擬
店
等

展
示
発
表
会

模
擬
店
等

茶
会

（
華
美
豆
木
会
・
む
ら
さ
き
会
）

茶
会

（
林
宋
栄
社
中
・
火
曜
会
）

茶
会

（
石
塚
宋
彩
社
中
）

会

場

町
体
育
セ
ン
タ
ー

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
公
民
館
２
階
和
室

町
体
育
セ
ン
タ
ー
他

町
公
民
館
駐
車
場

町
体
育
セ
ン
タ
ー
他

町
公
民
館
駐
車
場

町
公
民
館
２
階
和
室

町
公
民
館
１
階
和
室

町
公
民
館
１
階
幼
児
室

時

間

午
後
６
時

分
～

３０

９
時

分
３０

午
前
９
時

分
～

３０

午
後
２
時

分
３０

午
前
９
時

分
～

３０

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

内
容
・
そ
の
他

◎
入
場
無
料

◎
入
場
整
理
券
必
要

【

月

日（
火
）午
前
８
時

分
か
ら
町
公
民
館
で

１０

１３

３０

配
布
、１
人
２
枚
ま
で
】

・
土
足
厳
禁
、
飲
食
禁
止

・
女
性
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用
の
こ
と

（
当
日
１
０
０
円
で
お
分
け
し
ま
す
）

◎
入
場
無
料

・
吹
奏
楽
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、合
奏
、邦
楽
、コ
ー
ラ
ス
他

・
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

※
左
ペ
ー
ジ
参
照

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、
文
芸
各
種
団
体

【
華
道
・
工
芸（
公
民
館
）】【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、
文
芸
各
種
団
体

【
華
道
・
工
芸（
公
民
館
）】【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

撒（

）２
０
０
０

５７

・
宮
脇
書
店
野
木
店

撒（

）１
１
３
８

５４

・
長
島
つ
り
具
店

撒（

）１
９
８
２

５５

・
町
公
民
館（
平
日
の
み
）撒（

）４
１
８
８

５７

プレイガイド

好評発売中鎧

※
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



文化の花 咲かせたい ～第３3回野木町文化祭～
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禦禦禦参加者募集禦禦禦

纂囲碁大会

１０月２５日（日）

午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５回戦（各クラスごと）

※Aクラス、Bクラス

〈手合割〉野木町囲碁クラブ手合割による

〈参加料〉１５００円（昼食代含む）

〈申込方法〉当日参加で受付

纂将棋大会

１１月３日（火・祝）

午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５戦方式（各クラスごと）

※Aクラス（初段以上）、Bクラス(１級以下）

〈手合割〉駒落戦（野木町将棋クラブ規定による）

〈参加料〉１５００円（参加賞・昼食代含む）

〈申込方法〉１０月５日～１６日に参加料を添え町

公民館へ。会員の方は、地区担当役員へ出欠

を連絡。当日申込は不可。

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

午
後
１
時
開
場

午
後
１
時

分
上
映

３０

入
場
無
料（
整
理
券
必
要
）

※
整
理
券
は

月

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
町
公
民
館
で
、
１

１０

１０

人
２
枚
ま
で
配
布
。
配
布
完
了
の
際
は
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
ス
ト
ー
リ
ー
】

楽
団
の
解
散
で
チ
ェ
ロ
奏
者
の
夢
を
あ
き
ら
め
、
故
郷
の
山

形
に
帰
っ
て
き
た
大
悟
（
本
木
雅
弘
）
は
好
条
件
の
求
人
広
告

を
見
つ
け
る
。
面
接
に
向
か
う
と
社
長
の
佐
々
木
（
山
崎
努
）

に
即
採
用
さ
れ
る
が
、
業
務
内
容
は
遺
体
を
棺
に
収
め
る
仕
事
。

当
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
大
悟
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
の

別
れ
と
向
き
合
う
う
ち
に
、
納
棺
師
の
仕
事
に
誇
り
を
見
い
だ

し
て
ゆ
く
。

【
主
な
キ
ャ
ス
ト
】

本
木
雅
弘
／
広
末
涼
子
／
山
﨑
努
／
余
貴
美
子

杉
本
哲
太
／
峰
岸
徹
／
山
田
辰
夫
／
橘
ユ
キ
コ

吉
行
和
子
／
笹
野
高
史

映画会「おくりびと」
１１月１日（日）
エニスホール
大ホール

月
日

11

１（
日
）

３（
火
）

（
月
）

２３

催
し
物

映
画
会「
お
く
り
び
と
」

展
示
発
表
会

模
擬
店
等

芸
能
発
表
会

将
棋
大
会

模
擬
店
等

文
化
公
演
会

０
さ
い
か
ら
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク

「
宮
谷
里
香
ト
リ
オ
音
楽
会
」

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
体
育
セ
ン
タ
ー
他

町
公
民
館
駐
車
場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
公
民
館
２
階
和
室

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
駐
車
場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

時

間

午
後
１
時
開
場

１
時

分
上
映

３０

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
３
時

午
前
９
時

分
～

３０

午
後
４
時

午
前
９
時

分
～

３０

午
前
９
時
～

午
後
２
時

午
後
２
時

分
開
場

３０

午
後
３
時
開
演

内
容
・
そ
の
他

※
下
段
参
照

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、
文
芸
各
種
団
体

【
華
道
・
工
芸（
公
民
館
）】【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

◎
入
場
無
料

・
民
踊
舞
踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
民
族
舞
踊
、
歌
謡
、

各
種
団
体

・
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

※
左
記
参
照

※
右
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

第８１回米アカデミー賞外国語映画賞受賞作品

町将棋クラブ役員町囲碁クラブ役員

青木 猛服部輝夫西沢久作高澤幹夫

（５６）１７０４（５７）１１５９（５７）０１７２（５７）４２１１

秋元 清遠藤直行

（５５）２６０３（５７）２３２０



詩吟初心者講座

文化協会詩吟部による初心者体験
教室を開催します。
詩吟は腹の底から声を出しますの
で、ストレス解消と健康のために、ぜ
ひ詩吟を体験してみてください。

日時・内容 プログラム参照
（全４回)

講 師 臼井百合子さん
会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者

(初心者に限る)
定 員 先着１５名
受講無料
持ち物 筆記用具
申込期間 １０月１４日～２３日

（１５日～電話可）

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

パソコンサロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日 時 １０月８日（木）
午後１時～４時
１０月１７日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もあります。公民館掲示
板で確認してください。

問町公民館 撒（５７）４１８８

のぎスポレクフェスタ２００９

第5回健康マラソン大会

日 時 １１月１５日（日）午前１０時～

コース 野木第二中周辺コース
種 目
約１．５ｋｍひまわりコース

①親子ペア（小学３年以下と親）

②小学生男子（小学３年以下）

③小学生女子（小学３年以下）
約２ｋｍえんじゅコース

④親子ペア（小学４～６年と親）

⑤小学生男子（小学４～６年）

⑥小学生女子（小学４～６年）
約２ｋｍさくらコース

⑦中学生女子

⑧一般女子

⑨一般タイム申告（２０歳以上の男女）
約４ｋｍけやきコース

⑩中学生男子

⑪一般男子（高校生以上３９歳以下）

⑫一般男子（４０歳以上）

※ラッキーナンバー抽選会もあります。

参加料 親子ペア １２００円

一般（高校生以上） ８００円

小中学生 ５００円

※ゼッケン代、参加賞代、保険料等

参加資格 町内外を問わず

申込期間 １０月１日～３０日
申込方法

参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

１才から３才の
リトミック教室

日 時 １０月１６日、２３日
１１月１３日、２０日、２７日
１２月４日、１１日 （金）
午前９時３０分～１時間程度
（全７回）

会 場 町公民館
対 象 町在住親子１０組

※１組お子さん２名まで
講 師 リトミック研究センター

狐塚沙由里さん
参加料 ２０００円
申込期間 １０月２日～

※定員になり次第終了
申込方法
参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

わくわくウォーキング

期 日 １０月１３日（火）
コース 日光戦場ヶ原周辺コース
参加料 クラブ会員 １０００円

非会員 ２０００円
参加資格 町在住在勤者
定 員 先着７０名
交 通 貸切バス２台
申込期間 １０月１日～

※１人２名分まで
※定員になり次第終了

申込方法
参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

７ページへ続く
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PORTSS

プログラム

内 容日 時回

産吟題「富士山」

霊峰富士をイメージし旬の

妙味、深さを味わい鑑賞し

吟じてみましょう

１１/５（木）

１０：００～

１１：４５

１

産吟題「富士山」

多くの詩歌を詠んだ人物像

を追いながら吟じてみまし

ょう

１１/１２（木）

１０：００～

１１：４５

２

産吟題「富士山」「偶成」

学問達成の難しさを述べた

詩を感じながら吟じてみま

しょう

１１/１９（木）

１０：００～

１１：４５

３

産吟題「富士山」「偶成」

発表会

１１/２６（木）

１０：００～

１１：４５

４

※内容変更の場合があります。



親子でチャレンジ

里いも掘り・いも煮会

親子で里いも掘りを体験して、い
も汁とおにぎりで楽しく会食しませ
んか。掘った里いもは、お持ち帰り
できます。

日 時 １０月２５日（日）
午前９時３０分～
町公民館集合
※雨天時は調理・会食のみ

対 象 町在住就学前の幼児と親
先着２０組

参加費 大人 ３００円
子ども ２００円

申込期間 １０月１３日～２２日
申込方法 参加費を添え町公民館へ
主 催 家庭教育オピニオン友の会

問生涯学習課 撒（５７）４１７７

野木町煉瓦窯一般公開

野木町煉瓦窯（国指定重要文化財
旧下野煉化製造会社煉瓦窯）を一般
公開します。窯の上部・内部まで、
特別にお見せする予定です。
また当日は、自由に写真撮影・写
生もできますので（内部は不可）お
気軽にお越しください。

日 時 １０月１７日（土）
午前１０時～午後３時４５分

説明時間（各回１５人ずつ）
①午前１０時～
②午前１０時４５分～
③午前１１時３０分～
④午後１時～
⑤午後１時４５分～
⑥午後２時３０分～
⑦午後３時１５分～

説明者
文化財建造物保存技術協会職員

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

町民大学・歴史編

古き遺産を未来へ繋ぐ！

文化財を活用した町づくりや文化
財を後世に残すための文化財修復術
そして野木町の文化財を学んでみま
せんか？

日時･テーマ・講師 プログラム参照
会 場 町公民館 他
定 員 先着８０名
受講無料
申込期間 １０月１９日～３０日
申込方法 町公民館へ

※２０日～電話可

問町公民館 撒（５７）４１８８

書道初心者講座

文化協会書道部主催の初心者対象
講座です。
毛筆で自分の名前を書くことを目

標に、楷書の基本を学習します。筆文
字の持つ一度限りの、そしてオンリ
ーワンの楽しさを体感してください。

日時・内容 プログラム参照
（全６回）

講 師 文化協会書道部員
会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者(１８歳以上)
定 員 先着２０名
受講料 ５００円
持ち物 毛筆（３号か４号）・墨汁・

硯・文鎮・古新聞紙
※半紙は用意します。

申込期間 １０月１日～２０日
申込方法
受講料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

（7）
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プログラム

テーマ・講師日 時回

産文化財と町づくり

東京芸術大学名誉教授

前野まさるさん

１１/７（土）

１４：３０～

１６：３０

１

産近代化産業を支えた新建材

国立科学博物館情報センター

清水慶一さん

１１/１４（土）

１３：３０～

１５：３０

２

産古きを訪ね

新しきを知る part１

前千葉大学建築学科教授

河東義之さん

１１/２１（土）

１３：３０～

１５：３０

３

産古きを訪ね

新しきを知る part２

野木町煉瓦窯にて

文化庁文化財部建造物課

文部科学技官 西岡聡さん

１１/２８（土）

１０：００～

１２：００

４

※内容変更の場合があります。

プログラム

内 容日 時回

産楷書 横画、縦画

１１/８（日）

１０：００～

１１：３０

１

産楷書 転画

１１/１５（日）

１０：００～

１１：３０

２

産楷書 払い

１１/２２（日）

１０：００～

１１：３０

３

産楷書 はね

１１/２９（日）

１０：００～

１１：３０

４

産楷書 へんとつくり

かんむり

１２/６（日）

１０：００～

１１：３０

５

産楷書 自分の名前を書く

１２/１３（日）

１０：００～

１１：３０

６

※内容変更の場合があります。



■
日 時 １０月１７日（土）

午後２時３０分～３時
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「母をたずねて三千里」
日 時 １０月２４日（土）

午後２時～３時４５分
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸し出しが
できますのでご利用ください。
ただし、児童書中心でビデオテー
プの貸し出しは行っていません。

１０慨６ 友沼小
１３：１０～１４：１０

１０慨１４ 佐川野小
１３：１５～１４：００

１０慨１５ 新橋小
１３：１５～１４：１０

１０慨１６ 野木小
１３：００～１４：００

１０慨２１ 南赤塚小
１３：００～１４：００

新着図書案内

＜一般書＞
産子育てハッピーアドバイス
知っててよかった小児科の巻

（吉崎達郎）
産高速１０００円ドライブ首都圏発

（ＪＴＢパブリッシング）
産終の住処 （磯崎憲一郎）
産お手伝いさんはスーパースパイ！

（赤川次郎）
産みちのく忠臣蔵 （梶よう子）
産灰の旋律 （堂場瞬一）

＜児童書＞
産ダヤンとパリのこねこ会議

（池田あき子）
産碧空の果てに （濱野京子）
産Ｔｈｅ ＭＡＮＺＡＩ ５

（あさのあつこ）

わくわく外
おはなしカーニバルＩＮのぎ

「わくわく外おはなしカーニバル」
が今年も開催されます。
今回は図書館２０周年企画展も開催

し、前年よりも盛りだくさんの内容
となっています。ぜひ来てみてくだ
さい。

日 時 １０月１７日（土）
午前１０時～午後１時

内 容
産「わくわく外おはなしカーニバル」
マリオネット
人形劇
絵本・紙芝居
パネルシアター

産「図書館２０周年企画展」
絵本・児童書展示
人気絵本ＢＥＳＴ２０
職員イチオシ絵本
栃木県ゆかりの児童作家コーナー

会 場 町立図書館
対 象 幼児、小学生、保護者
参加無料
申込不要
※入場制限させていただくこともあ
ります。
※駐車台数に限りがありますので、
乗り合わせでお願いします。近隣の
方は車での来場をお控えください。
出 演
ピノキオ
人形劇団くぐつ
きゃべつ村
おはなし冒険団
アトリエびっき 他

主 催 アトリエびっき
共 催 町立図書館

文学散歩

～鎌倉文士たちを訪ねて～

日 時 １１月４日（水）
午前７時３０分出発

見学先 鎌倉文学館
交 通 町有バス
対 象 町在住者
定 員 先着１８名
参加費 １０００円（入館料等）

※昼食（中華）別料金
申込期間 １０月２０日～２７日
申込方法 参加料を添え図書館へ

（電話不可）

鎌倉文学館
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４ページより

元気の出るスポーツクラブのぎ

子ども柔道教室

柔道を通して技術・体力の向上を
図るだけでなく、礼節・心構えを学
ぶ教室です。初心者、経験者をクラ
ス分けしますので、安心してご参加
ください。

期 間 １１月４日～２５日（水・金・土）
午後６時３０分～８時
（全１０回）

会 場 野木中武道館
対 象 ４歳以上～小学６年男女

※要送迎
参加料 ６００円（保険料）当日納付

※会員は無料
指 導 野木町柔道クラブ

福田健三さん
申込期間 １０月６日～２０日
申込方法 生涯学習課へ（電話可）

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

子どもサッカースクール

これまでサッカーに触れたことが
ない子どもたちに広いピッチを自由
に動き回り、ボールを蹴る楽しみを
覚えてもらいます。女の子にも親し
んでもらえる内容の教室です。

日 時 １０月２４日（土）
午前１０時～１１時３０分

会 場 町総合運動公園
対 象 小学１～３年生男子

小学１～６年生女子
参加料 １人５００円（保険料含む）

※会員は無料
持ち物 運動ができる服装、サッカ

ーシューズ（運動靴可）
飲み物、タオル、着替え、
サッカーボール（ある人）

講 師 公認Ｂ級ライセンス保持者
鈴木勝さん

申込期間 １０月５日～１６日
申込方法
参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

第6回バスケットボ

ール秋季大会

期 日 １１月８日（日）
会 場 野木中新体育館
参加資格 高校生以上の男女チーム
参加料 １チーム２０００円
申込期限 １０月１８日

問田村勝美 撒（５７）１１８５

第28回団体リーグ大

会第12回ラージボー

ルダブルス大会

期 日 １１月８日（日）
会 場 町体育センター
参加資格
町在住在勤者または町卓球協会員

種 目
斬団体戦
団体・クラブ・会社・中学生のチー
ムで１チーム６人以内

斬ラージボールダブルス
個人申込、組み合わせは当日

参加料
団体戦１チーム １０００円
ラージボール ２００円

申込期限 １１月６日
抽選会 １１月７日（土） 町公民館

問針谷良七 撒（５６）１１１８

第32回町長杯

バレーボール大会

期 日 １１月８日（日）
会 場 野木第二中体育館
参加資格 町在住在勤者
抽選会 １０月２７日（火） 町公民館

問渋谷友子 撒（５７）０１６２

第7回町長杯グラウ

ンドゴルフ競技大会

期 日 １１月５日（木）
会 場 あじさい公園
対 象 町在住在勤者

問平田義美 撒（５７）３８４３

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してく

ださい。

おはなし会

■
日 時 １０月２日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森
■
日 時 １０月１３日、２０日、２７日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ
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公民館　館報ふれあい

1

ふ
れ
あ
い
第131号

※
「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」
の
記
事
に

　
関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
T
E
L
（
57
）
４
１
８
８

平成21年度七歳合同祝

分
館
役
員
・
館
報
編
集
委
員

合
同
視
察
研
修
会

20年度の合同祝（野木小学校）

　
平
成
17
年
1
月
に
3
市
町
（
黒
磯

市
・
西
那
須
野
町
・
塩
原
町
）
の
合

併
に
よ
り
誕
生
し
た
、
那
須
塩
原
市

の
東
那
須
野
公
民
館
に
７
月
29
日
分

館
、
館
報
編
集
員
合
同
で
視
察
研
修

し
ま
し
た
。

　
27
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
分
館
活
動

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
を
実
施
し
、

交
流
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
特
筆
す

べ
き
事
業
は
、
「
学
社
連
携(

学
校
・

家
庭
・
地
域
・
社
会
が
一
体
と
な
っ

た
各
種
取
組)

」
と
推
進
会
議
が
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
・
婦
人
会
・
公
民

館
等
々
の
代
表
21
名
構
成
で
年
２
回

の
会
議
を
開
催
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
地
域
課
題
の
共
有
化
と
解
決
を
図
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
学
社
連
携
の
事
業
で
「
熊
川
源
流
」

探
訪
が
有
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
参
加
出
来
る
よ
う
に
５
コ
ー
ス
設

定
を
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
ぐ
る

み
で
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
・
地

域
の
連
携
・
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
　
　

　
老
若
男
女
、
全
員
参
加
型
の
企
画

は
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　来る11月1３日（金）、町内各小学校を会場に町主催で分館ごとに七歳

合同祝が行われます。

　七歳合同祝は、子どもたちの健やかな成長を、地域のみなさんとお祝い

する恒例の行事です。子ども達は、町の宝。元気にのびのびと育ってくれ

ることを願っています。



分分

館館

かか

らら

　
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

７
月
12
日
、
古
河
市
西
牛
谷
「
下
総

ゴ
ー
ル
ド
レ
ー
ン
」
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
区
内
28
自
治
会
を
９
チ
ー

ム
に
し
午
前
の
部
、
午
後
の
部
に
分

か
れ
総
勢
3
5
7
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
、
公
民
館
長
の
始
球
式
で

幕
が
開
き
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

場
内
は
空
調
完
備
、
天
候
等
気
に
せ

ず
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
一
日
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
、
南
赤
塚
小
学
校
校
庭

を
使
用
し
て
の
運
動
会
を
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
変
更
し
て
か
ら
、
今
年
で

13
回
と
な
っ
た
大
会
も
大
好
評
で
し

た
。
健
闘
の
結
果
、
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

優
　
勝
　
新
橋
　
　
　
　
五
八
二
〇

準
優
勝
　
南
赤
塚
　
　
　
五
八
一
八

第
三
位
　
丸
林
東
下
Ａ
　
五
四
八
三

　
今
回
新
橋
チ
ー
ム
が
初
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　
野
木
分
館
の｢

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ｣

で
１
日
目
に
、
す
い
か
わ
り
を
や
り

ま
し
た
。
当
た
っ
た
り
当
た
ら
な
か
っ

た
り
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
　

夕
食
を
作
る
お
手
伝
い
を
し
、
み
ん

な
で
サ
ラ
ダ
と
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、
み
ん
な
で
花
火
を
や
り

ま
し
た
。
打
ち
上
げ
花
火
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
夜
、
野
木
会
館
で
ね
る
時
は
、
う

れ
し
く
て
楽
し
く
て
、
み
ん
な
と
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
て
、
い
つ
ま
で
も

ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
と
ま
り

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
間
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
ま
た
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち

と
お
と
ま
り
し
た
い
な
と
、
思
い
ま

し
た
。
　
　
　
　(

小
３
女
子)

　
ぼ
く
は
、
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
・

野
木
会
館
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
、
班
が
決
ま
っ
て
、

夕
食
の
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
お

い
し
く
作
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

す
い
か
割
り
も
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
夜
に
は
花
火
も
や
っ
て
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
遊

ん
だ
あ
と
は
、
ね
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
６
時
に
起
き
て
朝
食

を
食
べ
ま
し
た
。
次
に
、
水
辺
の
公

園
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
入
れ
な
か
っ

た
け
ど
見
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　(
小
５
男
子)

　
現
代
の
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪

雨
、
竜
巻
、
ま
た
震
度
６
強
の
地
震

等
の
災
害
が
他
人
事
で
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
、
今
回
の
研
修
旅
行

は
、
上
河
内
防
災
セ
ン
タ
ー
と
決
め
、

８
月
28
日
に
実
施
し
た
。

　
解
説
と
災
害
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、

実
際
に
４
種
類
の
実
験
の
体
験
を
す

る
。
①
煙
の
部
屋
か
ら
の
脱
出(

実

際
な
ら
脱
出
不
能)

、
次
に
②
震
度
７
、

物
に
捕
ま
っ
て
や
っ
と
立
て
る(

実

際
は
た
だ
転
げ
ま
わ
る
の
み)

。
そ

し
て
③
強
風
・
風
速
30
ｍ
、
物
に
つ

か
ま
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯

(

実
際
は
物
が
飛
ん
で
来
て
も
避
け

ら
れ
な
い)

。
最
後
に
④
雨
量
90
㎜

の
豪
雨
、
肩
に
当
る
強
い
雨
。
息
苦

し
く
、
周
り
が
か
す
み
、
道
路
は
川

と
な
る
。

　
さ
て
、
あ
な
た
な
ら
こ
の
事
態
に

ど
う
準
備
ま
た
対
応
し
ま
す
か
？

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188
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南赤塚

第
13
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

野　木

野
木
会
館
宿
泊
体
験

｢

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ｣

佐川野

分
館
研
修
旅
行
抄

総勢82名のスイカ割り

グッスリお休み中
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年
齢
を
重
ね
る
と
、
昔
は
楽
々
出

て
い
た
声
も
そ
の
ま
ま
で
は
出
な
く

な
り
ま
す
。
で
も
、
発
声
の
技
術
を

修
得
す
る
と
80
歳
を
過
ぎ
て
も
声
は

出
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
技
術
は
、
一
朝
一
夕
に
は
身
に
つ

き
ま
せ
ん
が
、
続
け
る
と
自
分
で
も

変
化
が
分
か
り
ま
す
。
団
員
の
希
望

者
は
、
６
時
か
ら
平
均
ひ
と
り
10
分

程
度
２
人
か
ら
３
人
組
で
金
井
先
生

の
発
声
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
９
月
３
日
の
町
敬
老
会

の
演
芸
に
出
演
す
る
た
め
に
集
ま
っ

て
自
分
た
ち
で
練
習
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
お
か
げ
で
楽
し
い
サ
ー
ク

ル
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

22
年
5
月
に
定
期
演
奏
会
予
定

こ
れ
か
ら
の
練
習
曲
は
「
第
九
」
「
花

に
寄
せ
て
」
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
う

た
い
ま
せ
ん
か
。

指
　
導
　
金
井
　
敬
・
前
川
陽
子

練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
19
時
〜
21
時

会
　
場
　
野
木
町
公
民
館

連
　
絡
　
57
―
4
4
2
2
　
大
須
賀

　
逆
川
城(

友
沼
城)

は
戦
国
大
名
が

戦
時
に
、
宿
所
を
臨
時
に
使
用
す
る

陣
営
で
あ
り
、
友
沼
地
内
の
小
字
名

と
し
て
新
城
と
確
認
で
き
る
。
国
道

四
号
線
の
両
側
逆
川
の
北
側
の
大
地

に
位
置
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
天
正
18
年
７
月
、
豊
臣
秀
吉
は
、

小
山
城
を
攻
略
し
よ
う
と
し
て
、
南

大
手
門
の
逆
川
城
御
代
橋
に
た
て
こ

も
る
。

　
一
方
、
下
総
国
葛
飾
郡
牛
ヶ
谷
の

地
に
陣
所
を
設
け
浅
野
・
上
杉
軍
勢

を
も
っ
て
た
て
こ
も
り
、
日
月
の
御

旗
を
掲
げ
る
。

　
小
山
城
は
百
ヶ
塚
に
陣
を
張
っ
た

が
両
軍
よ
り
攻
撃
さ
れ
、
天
子
の
御

旗
の
前
に
戦
わ
ず
し
て
同
月
７
日
城

を
明
け
渡
し
、
小
山
城
は
没
落
す
る
。

　
下
総
国
常
陸
旧
民
と
友
沼
詰
所
の

家
臣
13
名
は
、
友
沼
郷
に
土
着
し
た
。

　
昔
、
南
赤
塚
村
は
一
つ
の
村
で
あ
っ

た
。
元
禄
の
頃
、
中
谷
新
田
村
が
生

ま
れ
小
武
木
は
枝
郷
と
し
て
分
か
れ

た
。
こ
の
辺
は
元
来
、
開
墾
地
で
地

味
が
悪
く
悪
水
や
干
ば
つ
、
渇
水
に

見
舞
わ
れ
、
作
物
は
不
作
が
続
い
た
。

　
さ
ら
に
天
明
三
年(

一
七
七
三
年)

に
浅
間
山
の
大
爆
発
に
よ
る
火
山
灰

の
被
害
を
受
け
、
猪
や
鹿
が
作
物
を

食
い
荒
ら
し
、
農
業
経
営
が
苦
難
と

な
り
生
活
が
困
窮
し
た
。
当
時
古
河

藩
主
土
井
公
に
嘆
願
書
を
提
出
し
、

検
見
を
受
け
年
貢
の
軽
減
処
置
を
得
、

地
味
改
良
の
努
力
を
重
ね
た
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
当
時
の
人
々

は
良
く
働
き
、
中
谷
は
野
木
町
屈
指

の
米
所
と
な
っ
た
。

※
写
真
は
ま
ち
あ
る
記
に
掲
載

　
平
成
４
年
に
町
の
快
適
な
村
づ
く

り
21
推
進
事
業
集
落
の
指
定
を
受
け
、

田
村
勝
栄
前
組
合
長
を
中
心
に
最
初

は
小
さ
な
直
売
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
当
初
経
営
に
対
す
る
不
安
は
あ
っ

た
が
、
輸
入
農
作
物
の
安
全
性
の
問

題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
始
め
た
時
期
も

あ
っ
て
か
、
新
鮮
で
生
産
者
の
見
え

る
地
場
野
菜
を
買
う
人
が
増
え
て
い
っ

た
。
矢
畑
、
中
谷
、
中
根
を
中
心
に

約
30
軒
の
農
家
が
参
加
。
農
業
機
械

や
資
材
を
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
無

駄
を
な
く
し
、
さ
ら
に
農
業
経
営
の

安
定
に
よ
る
後
継
者
確
保
に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

　
一
日
の
平
均
来
客
数
４
百
人
。
平

成
20
年
度
売
上
約
１
億
８
千
万
。

　
地
産
地
消
嗜
好
の
非
農
家
を
含
め

た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し

て
い
る
。
そ
ん
な
先
駆
的
な
地
域
づ

く
り
の
実
践
が
評
価
さ
れ
、
平
成
18

年
度
豊
か
な
村
づ
く
り
優
良
集
団
と

し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。

　
矢
畑
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
が
、

領
主
松
平
日
向
守
信
之
は
、
前
領
主

地
で
あ
る
福
島
県
田
村
郡
小
野
郷
の

出
身
者
を
田
村
、
小
野
と
命
名
し
、

小
野
氏
に
は
矢
と
弓
を
作
ら
せ
田
村

氏
に
は
農
業
に
従
事
さ
せ
た
。
両
氏

の
職
業
か
ら
矢
畑
の
地
名
が
で
き
る
。

野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団

逆
川
城
と
日
月
神
社

中
谷
に
つ
い
て

矢
畑
直
売
所
と
地
名
の
由
来

サ
ー
ク
ル
紹
介

さ
か
さ
が
わ
じ
ょ
う

お
ん
だ
い
ば
し

ひ
た
ち

し
ん
じ
ろ

こ
　
ぶ
　
き

ひ
ゅ
う
が



駅前大通り

小武木

⑦南赤塚小

⑧森の舍

⑨資源化センター

㈲岡村電器

行楽食堂

テニスコート

JAおやま野木支店

⑩
ゆ
ー
ら
ん
ど

⑪赤塚ふれあい公園

東野田古河線

⑥針谷家
野木名木ケヤキ

④中谷観音堂
葛飾坂東31番札所

⑤神明宮

中　谷

矢　畑

①JA小山
青果物集出荷所

③中谷の平地林・田園

②矢畑農産物直売所

牛舍

日月神社（茨城県）

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

4

特
集
特
集野木・まちある紀特
集
特
集野木・まちある紀特
集野木・まちある紀 その７

中谷・矢畑地区

　散策にもってこいの季節となりました。今回は、①青果物集出荷所の駐車場からスタート。②矢

畑直売所に向かった後、北上して③平地林･田園風景を眺めながら④中谷観音堂、⑤神明宮にお参り

して⑥針谷家の名木を拝見させていただき、⑦南赤塚小学校まで北上します。JAおやま野木転直売

所を見た後、南下し⑧老人入所施設「森の家」の前を通り、資源化センターから⑪の赤塚ふれあい

公園を経て出発地点にもどります。約２時間コースです。

※歩いた感想や野木の見所をお寄せ下さい！

　野木町公民館（館報編集委員会事務所）  TEL（５７）４１８８



町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
は
、

月
支
給
分
か
ら
始
ま

１０

り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は
す
で

に
送
付
し
ま
し
た
「
平
成

年
度
町

２１

民
税
県
民
税
税
額
決
定
・
納
税
通
知

書
」
の
表
紙
の
下
部
に
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
額
の
合
計
額
の
欄
及
び
３
枚

目
の
中
ほ
ど
に
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る

額
及
び
徴
収
月
、
特
別
徴
収
を
行
う

公
的
年
金
の
種
類
及
び
支
払
者
の
名

称
の
欄
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
広
報
の
ぎ
３
月
号
、
６
月
号
及

び
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
同
封
資

料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）
４
１
2
2

５７

全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

１０
月
間
で
す
。
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油

引
取
税
の
脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
代

替
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す
る

等
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車

の
燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油
な
ど
を

使
用
す
る
と
、
罰
則
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

不
正
軽
油
に
関
わ
る
者
は
す
べ
て

罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
不
正
軽

油
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

問
宇
都
宮
県
税
事
務
所

不
正
軽
油
１
１
０
番

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
７
８

月
１
日
よ
り
国
民
健
康

１０保
険
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
末
ま
で

に
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
新
し
い
保
険

証
を
病
院
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
の
方
で
、
野
木
町
の

㊫
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を

住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
野
木
町
に
住
民
登
録
が
な

い
学
生
の
方
は
、
卒
業
し
た
月
で
野

木
町
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
っ
た
ら

年
金
の
届
出
が
必
要
で
す
鎧

就
職
、退
職
、結
婚
な
ど
に
よ
っ
て

加
入
者
の
種
類
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

届
出
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
将
来

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
場
合
が
あ
る

の
で
、届
出
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ
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こうしましょうここでこんなときは
◆被保険者の資格等に関する届出

国民年金加入の手続き
第１号→住民課
第３号→配偶者の勤務先

20歳になったとき

国民年金加入の手続き
（被扶養配偶者も同様）

住民課会社を退職したとき

第３号への種別変更の手続き配偶者の勤務先
結婚や退職等で配偶者の扶養になった
とき

第３号から第１号へ種別変更の手続き住民課配偶者の扶養からはずれたとき

再交付の手続き
住民課
社会保険事務所（即日交付）

年金手帳をなくしたとき

◆保険料に関する届出

口座振替依頼書の提出
銀行、郵便局等の金融機関
社会保険事務所

口座振替を開始、停止、変更するとき

免除申請をする住民課保険料を納めるのが困難なとき

学生納付特例の申請住民課学生で保険料を納めるのが困難なとき

◆給付に関する届出

老齢基礎年金の受給手続き
第１号期間のみ→住民課
第３号期間含む→社会保険事務所

６５歳になったとき

障がい基礎年金の受給手続き
初診日が第１号期間→住民課
初診日が第３号期間→社会保険事務所
２０歳前の障がい→住民課

障がいになったとき

国民年金加入中の方→遺族基礎年金・寡
婦年金・死亡一時金の請求
国民年金受給中の方→未支給年金の請求

住民課死亡したとき

◆年金を増やすための手続き

付加保険料の手続き住民課定額以上の保険料を納めたい

任意加入の手続き
日本国内に協力者がいる→住民課
日本国内に協力者がいない→千代田社
会保険事務所（千代田区三番町２２）

海外に居住する場合

高齢任意加入の手続き住民課６０歳～６５歳になるまで

※手続きに必要なもの等、詳しいことは問い合わせください。



ご
利
用
く
だ
さ
い
外

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
障
が
い
（
身
体
・
知

的
・
精
神
）
を
問
わ
ず
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
、
仕
事
、
日
常
生
活
の
中

で
の
困
り
ご
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言

等
を
行
う
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

電
話
で
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
定
相
談
支
援
事
業
所

酸
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め

撒（

）
３
６
２
４

３３

酸
み
ら
い

撒（

）
２
６
７
３

５７

酸
小
山
地
区
障
が
い
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５
（

）
５
０
５
０

２３

開
所
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

３０

相
談
方
法

専
門
の
研
修
を
受
け
た
「
相
談
支

援
専
門
員
」
が
応
じ
ま
す
。希
望
に
よ

っ
て
は
、
自
宅
等
へ
の
訪
問
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
無
料

出
張
巡
回
相
談

指
定
相
談
支
援
事
業
所（
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
、み
ら
い
、

小
山
地
区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
出
張

し
、
相
談
を
伺
い
ま
す
。

日

時月
７
日
、

月
４
日
、

１０

１１

月
９
日
、１
月

日
、

１２

１３

２
月
３
日
、３
月
３
日

（
水
）

午
後
１
時

分
～

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
希
望
に
よ
り
訪
問
も
）

予
約
制

日
時
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
９
６

５７

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
医
療
相
談

難
病
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方

々
が
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
医
療
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

相
談
内
容

病
気
に
つ
い
て
、
新
し
い
治
療
法

に
つ
い
て
、
薬
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
な
ど

要
予
約
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
健
康
増
進
課
内
）

撒
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

お知らせ

（11）

主な疾患対象疾患開催月

原発性胆汁性肝硬変
重症急性すい炎

消化器系（すい臓・肝臓）
２１年
１０月 サルコイドーシス

特発性間質性肺炎
呼吸器系

突発性難聴
メニエール病

聴覚・平衡機能系※１

１１月
ＩｇＡ腎症
難治性ネフローゼ症候群

腎・泌尿器系

後縦靱帯骨化症
特発性大腿骨頭壊死症

骨・関節系

１２月
強皮症
混合性結合組織病

皮膚・結合組織系

副腎低形成（アジソン病）
偽性副甲状腺機能低下症

内分泌系
２２年
１月 潰瘍性大腸炎

クローン病
消化器系（難治性炎症性腸管
障がい）※２

全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎及び多発性筋炎

免疫系

２月
網膜色素変性症
加齢黄斑変性

視覚系※１

再生不良性貧血
特発性血小板減少性紫斑病

血液系

３月
パーキンソン病関連疾患
脊髄小脳変性病

神経・筋系

※栃木県医師会、難病拠点病院（独協医科大学病院、自治医科大学附属病院、国際医
療福祉大学病院）、基幹病院等のご協力をいただいています

※対象疾患については変更する場合があります。
※「※１医療ソーシャルワーカーによる生活福祉相談」「※２栄養士による栄養相談」
を専門医による相談と同日に実施予定です。



お知らせ
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第

回
産
業
祭

３２

（
同
時
開
催

健
康
ま
つ
り
）

町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
て
、
町

民
の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
キ
ラ

リ
と
光
る
町
づ
く
り
及
び
農
業
・
工

業
・
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

時

月
８
日
（
日
）

１１午
前
９
時
～
午
後
３
時

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

産
お
た
の
し
み
抽
選
会

産
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

（
肥
料
・
苗
木
・
し
い
た
け
）

産
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場

産
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

産
和
太
鼓
演
奏

産
農
産
物
共
進
会
、
即
売
会

産
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

産
工
業
製
品
等
展
示
即
売
会

他

※
詳
し
く
は
、

月
上
旬
の
新
聞
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
課
内
）

撒（

）
４
１
５
３

５７

健
康
ま
つ
り
は
産
業
祭
と

同
時
に
開
催
し
ま
す

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
た
健
康

ま
つ
り
と

月
に
開
催
し
て
い
た
産

１１

業
祭
を
、「
第

回
産
業
祭
（
同
時
開

３２

催

健
康
ま
つ
り
）」
と
し
て

月
８

１１

日
（
日
）
に
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
健
康
ま
つ
り
で
は
、
骨
密

度
検
査
、
食
育
推
進
パ
ネ
ル
展
示
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

環
境
に
配
慮
し
た
農
作
業
を
外

～
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
等
に
つ
い
て
～

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
の
道
路

で
の
旋
回
は
、
道
路
の
汚
れ
や
破
損

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
圃
場
内

で
旋
回
し
、
環
境
を
乱
さ
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
を
終
え
圃
場
か
ら
出

る
と
き
は
、
農
機
の
土
等
を
落
と
し
、

道
路
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）４
１
０
９

５７

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

観
光
協
会
で
は
、昨
年
か
ら
冬
の

風
物
詩
と
し
て
役
場
駐
車
場
と
駅
前

広
場
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
電
飾
）

を
施
し
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

行
い
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
も
実
施
す
る
に
あ
た
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

①
飾
り
付
け
等

名
程
度

５０

②
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
団
体

６
団
体
程
度

対

象

①
町
在
住
在
勤
者
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
。
子
ど
も
会
育
成
会

等
の
団
体
可
）

②
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数
が
町
在
住
者

受
付
期
間

月
８
日
～

日

１０

１９

申
込
方
法

観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）へ

（
電
話
可
）

産
飾
り
付
け

月

日（
土
）、

日（
日
）

１１

２１

２２

産
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

月

日（
土
）

他

１１

２８

問
観
光
協
会
事
務
局

（
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

菜
の
花
の
種
を
配
布
し
ま
す

町
で
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の
一
環
と
し
て

収
穫
し
た
菜
の
花
の
種（
２
８
０
茜
）

を
希
望
す
る
町
民
の
皆
様
に
配
布
し

ま
す
。

配
布
期
間

月
１
日
～

日

１０

３０

（
土
日
を
除
く
）

配
布
数
量

一
人
１
茜
以
内

（
１
茜
で
１
０
０
０
逢
～
２
０
０
０

逢
作
付
可
能
）

配
布
場
所

産
業
課

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
１

５７

In
fo
rm

a
tio

n



と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
９

県
内
の
「
食
と
農
」
の
祭
典
、
と
ち

ぎ
供
食
と
農
僑
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２

０
０
９
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
野
木
町
か
ら
も
、
ひ
ま
わ
り
ク

ッ
キ
ー
、
矢
畑
む
ら
づ
く
り
組
合
の

漬
物
、
野
菜
等
を
出
品
し
ま
す
。

お
誘
い
併
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日

時月

日
（
土
）・

日
（
日
）

１０

２４

２５

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

会

場

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

宇
都
宮
市
体
育
館

※
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
無
料
送

迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

内

容
県
内
９
つ
の
「
食
の
街
道
」
の
紹
介

及
び
農
産
物
、
特
産
品
の
展
示
販
売
、

食
育
情
報
の
発
信
、
郷
土
料
理
、
伝

統
文
化
の
紹
介
、
食
と
農
の
体
験
等

問
と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会

（
栃
木
県
農
村
振
興
課
内
）

撒
０
２
８
（
６
２
３
）
２
３
３
３

指
定
管
理
者
の
募
集

町
は
、

年
４
月
よ
り
新
橋
児
童

１９

館
と
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
の
施

設
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
た

び
、期
間
満
了
に
伴
い

年
４
月
か

２２

ら
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

指
定
管
理
者
と
は
？

公
の
施
設
は
、公
共
的
団
体
等
の

み
が
町
の
委
託
を
受
け
て
管
理
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、制
度
導
入
に
よ

り
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
民
間
事
業
者
等
も
管

理
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効

率
的
に
対
応
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
経
費
節
減
を
図

る
た
め
で
す
。

指
定
管
理
者
に
な
る
に
は
公
的
団

体
・
民
間
団
体
の
区
別
は
な
く
、ま
た

法
人
格
を
有
し
て
い
な
く
て
も
個
人

で
な
け
れ
ば
指
定
管
理
者
に
な
る
こ

と
は
可
能
で
す
。応
募
が
あ
っ
た
団

体
の
中
か
ら
、候
補
者
を
選
定
し
議

会
の
議
決
を
得
て
指
定
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
３

５７

お知らせ

（13）

あかつか児童センター新橋児童館施設

南赤塚７７８－４０友沼５１１０－５所在地

１．施設を利用する児童及び保護者に対して行う、日常的な遊びの指導・行事企画進行・

健全育成等に関すること。

２．遊戯室、図書室、集会室及びボランティア室等並びに附属設備の利用に関すること。

３．施設、設備及び物品の維持管理に関すること。

４．その他町長が必要と認める管理業務に関すること。

指定管理者

が行う業務

平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日（３年間）指定期間

１．法人またはその他の団体（法人格の有無は不問）とし、個人での申請はできません。

２．栃木県内に営業所または事業所等を有する者。
申請資格

１０月１日～３０日（土・日、祝日は除く） こども教育課窓口募集要項配布

１０月１６日(金)（事前申込必要）現地説明

１１月２日～１６日（土・日、祝日は除く） こども教育課窓口申請受付



学
校
教
育
祭

茅
第
二
部

酸
学
校
展
＆
理
科
研
究
展
覧
会

各
学
校
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
作

品
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
す

る
学
校
展
と
理
科
研
究
展
覧
会
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日

時月

日
（
土
）・

日
（
日
）

１１

１４

１５

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会

場
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

酸
講
演
会

『
わ
ら
べ
う
た
』『
こ
と
ば
あ
そ
び

う
た
』
な
ど
の
詩
集
や
『
ス
イ
ミ
ー
』

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
う
た
』
等
の
翻
訳

で
知
ら
れ
る
日
本
を
代
表
す
る
詩

人
・
翻
訳
家
・
絵
本
作
家
の
谷
川
俊
太

郎
さ
ん
を
お
招
き
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

創
作
活
動
を
通
し
て
「
生
き
る
」
こ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

日

時月

日
（
日
）

１１

１５

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会

場
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

講

師
詩
人

谷
川
俊
太
郎
さ
ん

演

題

「
今
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
」

茅
第
三
部

酸
小
中
合
同
な
か
よ
し
学
習
発
表
会

各
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
学
習
発
表
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時月

日
（
木
）

１１

１９

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１２

２０

会

場
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

＊

＊

＊

入
場
無
料

主

催
野
木
町
教
育
委
員
会

野
木
町
教
育
研
究
会

野
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

問
野
木
第
二
中
学
校撒（

）９
３
７
４

５７

中
学
校
一
部
選
択
制
の

申
請
に
つ
い
て

中
学
校
一
部
選
択
制
と
は
？

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒
数
の
範

囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の
中
学
校
へ

の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

受
入
生
徒
数（

年
度
入
学
者
）は
？

２２

・
野
木
中
学
校

名
以
内

１５

・
野
木
第
二
中
学
校

名
以
内

１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
請
手
続
き
は
？

◆
申
請
書
類
配
布
・
受
付

こ
ど
も
教
育
課（
町
公
民
館
１
階
）

◆
受
付
期
間
・
時
間

月

日
～

月
６
日

１０

３０

１１

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
３

５７

え
が
お
ア
カ
デ
ミ
ー

子
ど
も
劇「
小
山
評
定
」

地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
ま
す
か
？

花
小
山
青
年
会
議
所
で
は
、

周
４０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
小
山
市
・
下

野
市
・
野
木
町
か
ら
募
っ
た
小
学
生

で
子
ど
も
劇「
小
山
評
定
」の
公
演
を

し
ま
す
。
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
取

り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
を
ぜ
ひ
見

に
き
て
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
土
）

１０

２４

午
後
２
時
～

会

場
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

問
花
小
山
青
年
会
議
所

青
少
年
育
成
委
員
長

神
山

撒
０
９
０
‐
３
５
０
４
‐
８
２
３
５

（14）

人

権

標

語

気
づ
い
て
ね
。ぼ
う
り
ょ
く
は

言
葉
の
中
に
も
あ
る
ん
だ
よ

南
赤
塚
小
学
校

奥
田

お

く

だ

栞
莉

し

お

り

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０

お知らせ

In
fo
rm

a
tio

n



年
度
保
育
所
入
所
児
受
付

２２
保
育
所
の
入
所
児
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

年
４
月
１
日
に

２２

お
い
て
、
０
歳
～
小
学
校
入
学
前

（
０
歳
児
に
つ
い
て
は
生
後
６
か
月

以
降
）
の
児
童
で
、
そ
の
家
庭
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
児
童
を
保

育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

両
親
等
が
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
る

②
家
庭
内
労
働

両
親
等
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
の
出
産
等

母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

両
親
等
が
病
気
や
心
身
に
障
が
い

が
あ
っ
た
り
す
る

④
病
人
の
看
護
等

両
親
等
が
長
期
に
わ
た
る
病
人
や

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
い
つ

も
看
護
し
て
い
る

⑤
家
庭
の
災
害

火
災
等
に
よ
り
家
を
失
っ
た
り
破

損
し
た
り
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧

に
要
す
る
期
間

入
所
申
請
書
等
配
布

月

日
か
ら
こ
ど
も
教
育
課
で

１０

１５

受
付
期
間

月

日
～

月

日

１０

２２

１１

１７

受
付
場
所

こ
ど
も
教
育
課

そ
の
他

入
所
案
内
等
は
、
こ
ど
も
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。

※
途
中
入
所
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
６
７

５７

育
英
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
育
英
会
で
は
、

年
度
進
学
予

２２

定
者
を
対
象
に
、
月
額
貸
与
奨
学
生
、

入
学
一
時
金
奨
学
生
及
び
東
京
学
生

寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

１３

願
書
配
布

県
内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
、
教

育
委
員
会
等
で
配
布
し
ま
す
。

お
願
い

県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸
付

原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご

支
援
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
育
英
会

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

第

回
下
水
道

１２

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日

時

月

日（
土
）

１０

１０

午
前

時
～
午
後
１
時

１０

会

場

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

内

容

・
下
水
道
水
処
理
シ
ス
テ
ム
見
学

・
下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
示

・
記
念
品
配
布

・
汚
泥
発
酵
肥
料

茜
配
布

１０

（
先
着
２
０
０
名
）

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
配
布

・
わ
た
あ
め
菓
子
配
布

・
野
菜
販
売

※
配
布
物
な
ど
は
数
に
限
り
あ
り

※
来
場
は
乗
合
ま
た
は
自
転
車
等
で

問
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

撒（

）０
５
５
５

５７

上
下
水
道
課

撒（

）４
１
４
６

５７

お知らせ

（15）

工
事
の
お
知
ら
せ

水道工事

１２月中旬まで

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

５７

水道工事

１１月上旬まで



伐
採
樹
木
の
無
料
提
供

松
原
自
然
の
森
を
維
持
管
理
す
る

う
え
で
、
枯
れ
て
危
険
と
判
断
し
た

樹
木
を
伐
採
し
ま
し
た
。
資
源
の
有

効
活
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
コ
ス
ト

縮
減
の
観
点
か
ら
、
ご
希
望
の
方
に

無
料
提
供
し
ま
す
。

配
布
樹
木

コ
ナ
ラ
、ク
ヌ
ギ
、ニ
セ
ア
カ
シ
ア

他

※

～

唖
で
切
断
し
て
あ
り
ま
す
。

４０

６０

申
込
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１０

３０

配
布
場
所

松
原
自
然
の
森

※
積
込
み
は
、
各
自
に
て

配
布
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

３０

注
意
事
項

酸
運
搬
、
積
込
み
等
に
あ
た
っ
て
の

ケ
ガ
や
事
故
に
つ
い
て
は
、
町
で
は

一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。
利

用
目
的
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

酸
伐
採
木
は
自
然
状
態
で
保
管
し
て

お
り
、
薬
剤
処
理
等
を
施
し
て
い
ま

せ
ん
。
害
虫
等
が
発
生
し
て
も
責
任

は
負
え
ま
せ
ん
。

酸
運
搬
途
中
や
使
用
過
程
で
不
用
と

な
っ
て
も
、
不
法
投
棄
せ
ず
、
責
任

を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
５

５７

油
の
流
出
に
ご
注
意
を
！

油
が
河
川
に
流
出
す
る
水
質
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。

自
動
車
事
故
で
燃
料
タ
ン
ク
に
穴

が
開
き
、
ガ
ソ
リ
ン
が
流
れ
出
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
家
庭
で
食
用
油
を

排
水
溝
か
ら
流
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

事
業
所
の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
不
備
の

た
め
燃
料
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ど
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ

の
油
類
は
道
路
の
側
溝
を
伝
っ
て
河

川
に
ま
で
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
水
質
事
故
は
私
た
ち
の
生

活
や
動
植
物
に
大
き
な
悪
影
響
を
与

え
て
し
ま
い
ま
す
。

万
が
一
、
油
等
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
油
等
の
回
収
に
要
し

た
資
材
の
費
用
は
原
因
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

ご
家
庭
や
事
業
所
で
の
油
類
の
取
扱

い
方
が
適
切
で
あ
る
か
、
施
設
に
不

備
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

下
水
道
使
用
料
及
び

農
業
集
落
排
水
使
用
料

井
戸
水
を
使
用
の
方
へ

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
を
使

用
の
場
合
、使
用
人
数
１
人
に
つ
き

６
立
方
メ
ー
ト
ル
で
算
定
し
ま
す
。

使
用
を
始
め
て
か
ら
変
更
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。使
用
料
を
算
定
す
る

基
準
に
な
り
ま
す
の
で
、次
の
よ
う

な
と
き
は
、届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

酸
新
た
に
上
水
道
を
使
用
す
る
と
き

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
４
６

５７

産
業
課

撒（

）４
１
５
２

５７

お知らせ

（16）
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衆議院議員総選挙の投・開票結果

衆議院議員総選挙（小選挙区・比例代

表）は、８月３０日に町内１３か所の投票所で

行われ、午後９時から即日開票されまし

た。開票事務は、自動読取機の導入で前回

より時間短縮を図ることができました。

産小選挙区

有権者数 ２１，６０１人

投票者数 １５，１９６人

投票率 ７０．３５％（前回比＋２．２４％）

得票数

（届出順、敬称略）

産比例代表

有権者数 ２１，６０１人

投票者数 １５，１９１人

投票率 ７０．３３％（前回比＋２．２３％）

得票数

（届出順）

問野木町選挙管理委員会(総務課内)

撒（５７）４１１４

さとう 勉

せきざわ ともひろ

植竹 哲也

山岡 けんじ

５，４３７票

１７０票

１，１４０票

８，１６６票

公明党

国民新党

日本共産党

みんなの党

新党日本

自由民主党

幸福実現党

社会民主党

民主党

１，４０６票

１６５票

６９６票

１，８７４票

１０１票

３，７４５票

７５票

４９９票

６，３６７票



五月に田植えをした稲も、収穫の秋をむかえて黄金色一色になり、例年ど

おり刈り取り作業を行うことができた。今年の我が家の田植えはちょっと

変わったものとなった。横浜のうら若き三人の娘さん（もちろん独身）た

ちから田植えを体験したいとの申し入れがあったからだ。当日は、田植え

足袋・帽子などを揃えて準備万端で、三人娘を古河駅まで迎えに行った。午

前９時３０分から私が田植え機に乗って作業を開始した。田植えの要領を簡

単に説明し、三人には機械で植えられない田んぼの角の所を任せた。初体

験の田植えで苦労していたようだが、午後１時頃には約２０アールを皆で楽

しく終えることができた。それから家に戻り、今度はしいたけの原木を庭

から裏の林に運んで並べてもらった。作業終了後、ちょっと遅くなってし

まったが慰労を兼ねた昼食会、芽うどなどの天ぷらと自慢の手打ちそばを

振舞った。冷えたビールを飲みながらの農業談義は格別で、年代や職業の

垣根を越えていろいろなことを語り合うことができた。三人は農業体験に

興味を抱き今までも何度か地元の横浜市役所の担当課に申し込んだそうだ

が、人気があってすぐに一杯になってしまっていたそうだ。今回は縁があ

って私の所へ連絡が入り、やっと実現したことをとても喜んでいた。

昨今、日本の農業を取り巻く状況はますます厳しいものとなっている。

特に、農業従事者の高齢化に伴う後継者問題はとても深刻だ。結婚しない、

またはできない若者がたくさんいるということは少子化につながって国の

財政ひいては町への影響も深刻な状況に陥ってしまうことが予想される。

ところで、矢祭町（福島県）は「合併しない宣言」で有名になった。い

ろいろな町から視察団がひっきりなしに来ているそうだ。町民、議会、町長、

町職員が一丸となって創意工夫を重ねたいろいろなアイディアを持ち寄り

町政に参加しているそうだ。「図書館をつくるにはどうすればよいか？」「本

をどのようにしたら収集できるのか？」との課題にインターネットを使って

全国に呼びかけた。約４０万冊も集まった本を全部ボランティアで整理仕分

けをしたそうだ。少子化対策にも独自に取り組んでいる。子どもが産まれ

たときには「すこやか赤ちゃん誕生祝い金」を出しているようだ。五人の

子どもを持つ家族が三家族もいて、出生率が２．０人。全国平均が１．３７人だ

からその数字には目を見張るものがある。

我が町も町長が合併しない宣言をしているそうだから、これからの町政

を町民全体で努力していかなくてはいけないと思う。

せっかく大都会から娘さんたちがこんな片田舎に田植えを手伝いにわざ

わざ来てくださったのだから、収穫祭を行いたい。連絡を取ってみよう。

そのときはまたビールなどを飲みながら、いろいろと語り合いながら楽し

いひとときを過ごせたらと思っている。

（17）
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恭新橋児童館

算室内ゲームしよう外

おもしろゲームで盛り上がろう鎧

日 時 １０月３日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 児童と保護者

参加無料

申 込 児童館へ（電話可）

算ママ講座

子どもたちが喜ぶ果物の飾り切り

を覚えてみませんか？

日 時 １０月９日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 １人１５０円（材料費）

申 込 参加料を添え児童館へ

算楽しいクッキング

『クレープ』を焼きましょう。

日 時 １０月１７日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童と保護者

参加費 １人１００円

申 込 参加費を添え児童館へ

算おはなしおはなし

「童謡付き読み聞かせ」がパワーア

ップして戻って来ました。おはなし

で笑って泣いて楽しい時間を一緒に。

日 時 １０月３０日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料・申込不要

算ものづくりっこクラブ

今月のキャラクターは…？

今月のアクセサリーは…？

日 時 １０月２４日（土）

午前１０時３０分～午後４時

対 象 児童

参加無料・申込不要

算工作教室

読書の秋にちなんで『しおり』をつ

くりましょう。

日 時 １０月１５日（木）

午後２時３０分～４時３０分

対 象 児童と保護者

参加無料

申 込 児童館へ

算地図プロ！

みんなの情報を地図に書き込もう外

日 時 １０月１０日（土）

午前１０時３０分～午後４時

対 象 児童

参加無料・申込不要

算ミックスBOX

リズムに乗ってGO外GO外

日 時 １０月２０日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料・申込不要

算しゃべり場

ママたちの情報交換・悩み相談・・

いろいろな楽しみ方があります。

日 時 １０月２３日（金）

午前１０時３０分～正午

算親子でヨガ外

お子さんと一緒に楽しく身体を動

かしましょう。

日 時 １０月３１日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加費 １組５００円（当日受付）

恭あかつか児童センター

算ゆまちゃんのリトミック外

今、大流行のリトミック外

音楽と体操を一緒に楽しんでみま

せんか？プログラムは同じなので、

どちらかの日にお出かけください。

日 時 １０月５日（月）、９日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

算シアターランド

シアターランド第４弾外

踊りあり・歌あり・楽しいひととき

を見にきてください。

日 時 １０月２７日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料・申込不要
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英語であそぼう

丸林保育所では、外国人の先生による英語

を取り入れてから今年で４年目となりまし

た。毎週１回、３歳児クラスから始めていま

す。年度の終わり頃には２歳児クラスでも、

少しだけ英語に親しんでいます。

英語というと皆さんはどんな印象をお持

ちでしょうか？大人になってしまうと、ちょ

っと苦手・難しいという方も多いのではない

でしょうか。子どもたちも最初は慣れない

外国人の先生ということで、ちょっと不安な

顔を見せたりする子もいました。しかし、と

ても明るくてやさしい先生たちですので、自

然に慣れ親しみ、楽しんでいます。３歳児ク

ラスでは、色や形カードから始まります。子

どもたちの覚えの早さには驚かされます。

年齢に合わせて、数字や気持ちを表すカード、

天気や季節なども教えてもらっています。

そのほか、ゲーム遊びなども取り入れられ、

毎週英語の時間がくるのを楽しみにしてい

ます。また毎年、英語の歌も教えてもらって

います。今年は、「幸せなら手をたたこう」で

す。最初は、ＣＤに合わせて振りをつけなが

ら歌います。子どもたちにもとてもなじみ

のある曲なので、すんなりと入っていけたよ

うです。３歳児クラスですと、なかなかＣＤ

を聴いただけでは歌詞は覚えられませんが、

一生懸命に真似をして歌っている姿がとて

も微笑ましく思えます。毎週、少しずつ覚え

た英語の歌を１２月のお遊戯会のときに、エニ

スホールで発表します。毎年子どもたちの

元気な振りと歌声が大ホールいっぱいに広

がります。

“英語であそぼう”が大好きな保育所の子ど

もたちです。ぜひ、見学にいらしてください。

丸林保育所保育士 小泉純子

おすすめお魚メニュー！

四魚のバーベキューソース四

（1人分）

エネルギー129kcal

タンパク質12.0g

脂質5.5g

カルシウム6mg

塩分1.1g

算材料（2人分）

かじき…小2切れ

塩…少々

こしょう…少々

小麦粉…大さじ1

揚げ油…適量

ソース（りんご…１４ｇ、レモン汁…小さじ

１／２、酒…小さじ１／２、みりん…小さ

じ１／２、しょうゆ…小さじ２弱、酢…小

さじ１／２、砂糖…小さじ１／２）

算作り方

①魚に塩、こしょうをふり、小麦粉をまぶ

して油で揚げる。

②りんごはすりおろす。鍋に酒、みりん、

しょうゆ、酢、砂糖を入れて、ひと煮立ち

したら火を止め、りんご、レモン汁を加え

る。

③揚げた魚に②のソースをかける。

〈ワンポイントアドバイス〉

魚は、かじきの代わりに「鮭」や「もろ」

でもおいしくできます。

町食生活改善推進員会

（19）
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コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

９月１日現在
人口男12,698人

女12,974人
計25,672人

世帯数 9,045

町の人口

（21）

野木町煉瓦窯改修の要望書を提出

町では、国指定重要文化財である「旧下野煉化製

造会社煉瓦窯」を修復し保存をしていく考えです。

このホフマン式煉瓦窯は、町はもとより県や国

の貴重な近代産業遺産として大切にしていかなけ

ればなりません。しかしながら近年劣化が進行し

危険なため、近くで見学することができない状況

です。そのため、８月７日、町長、議長、教育長が

県庁に赴き、早期改修の支援を県知事、県議会議長、

県教育長に強く要望してきました。

今後町では、早期改修に一層努力し、町のシンボ

ルとして後世に残していきます。

今年もひまわりフェスティバルが終わり、

農家の方々に景観作物として栽培していた

だいたひまわりが８月いっぱいまで余韻を

残して町内各地に見事な花を咲かせてくれ

ました。＜ひまわりの里のぎ＞はすっかり

定着して広まっているようです。これはや

はりキラリ項目の一つですのでこれからも

大切にしていきたいと思います。

フェスティバルは３日間ではありました

が、私は祭りの後もひまわりを見に来てい

ただきゆっくりと鑑賞してくださっている

方々に何かほっとするものを感じました。

また秋口まで各地に点々と広がるひまわり

畑をもっと知ってもらいたいと思っていま

す。まさしく太陽のような花に元気づけら

れることが度々ありました。いつかイタリ

アトスカーナ地方で見た丘から丘へと続く

黄色いひまわり畑はあくまでも油を採るた

めのものでしたが、その美しい景色を忘れ

ることはできません。野木町産のひまわり

油がまたできればいいなあと思っています。

それにしても一人静かに見るひまわりも、

たくさんの“ひまわりびと”に見守られて

いるような感じがして元気がもらえます。

どんな花でも精一杯の力で咲いています。

花が溢れる幸福感は、大人から子どもまで

共通したものです。“花のつながりは心のつ

ながり”をモットーに

＜花いっぱい運動＞を

町内各地に広げていき

たいと考えています。

町内の救急出場

62
出場
件数８

月
累
計 59
搬送
人員

310
(-65)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

278
(-56)

搬送
人員
（増減）

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。

ひひまわりの町から花の町ひまわりの町から花の町へへ

今月の納期
第３期

第３期

第４期

第４期

第４期

町 県 民 税

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

ハンドボール女子ユース

アジア選手権大会準優勝報告

７月にヨルダンで開催されたハンドボールの女

子ユースアジア選手権大会で準優勝した日本代表

チームの一員として攻守に思い切ったプレーで、

大きく貢献された栃木商業高校３年一木ゆかりさ

ん（中之内）が８月１４日、同高の河先監督とともに

役場を訪れ町長に結果報告を行いました。

町長は「一木さんのような方が野木町から出たこ

とがとてもうれしい」とその健闘を称えた。一木さ

んは「大学でも頑張って、日の丸を背負い続けてい

きたい」と抱負を話してくれました。

Topics～町の話題・投稿～

↑一木ゆかりさん

↓ 県議会議長と

町内の交通事故

10件数
８
月
累
計

0死者

13傷者

67
(-6)

件数
（増減）年

累
計
（
前
年
比
）

２１

1
(0)

死者
（増減）

90
(4)

傷者
（増減）

町内の犯罪発生件数

2空き巣
８
月
累
計

0自動車盗

1車上ねらい

1自転車盗

13
(0)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

7
(3)

自動車盗
（増減）

9
(-10)

車上ねらい
（増減）

19
(-5)

自転車盗
（増減）
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国鉄勤務時代は、主に駅の新設を担当。野木駅新設に
も関与。位置設定などで苦労したことを懐古する。１４
年前に奥さんを亡くされてからはずっと一人で頑張る。
「家事は、女房が生きている間にいろいろ教えてもらっ
ていたので不自由はない鎧」と。「娘や孫がちょくちょく
遊びに来てくれるから寂しくないね」と強がりも。
現在の楽しみは、囲碁トーナメントのテレビ観戦と健
康維持のためのウオーキング。１日４～５㎞がノルマ。
「酒もタバコも楽しんでいるよ」とキセルを銜えて紫煙
を燻らす。実においしそうに吸う。しかし、“ここまで
！ここを過ぎず！”と日本酒は一合弱そしてタバコも１
日１０本と決めている。
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最初の作品は、緑とオレンジの絹糸８玉

で組む杉組の帯締めでした。糸さばきが難

しかったことを思い出します。１年半が経

ち、今では先生の丁寧なご指導のお陰でい

ろいろな組紐ができるようになりました。

「六十の手習い」で前途多難ではあります

が、気に入った作品が完成したときは本当

にうれしいものです。

また、日本の伝統工芸のひとつである組

紐に出会えたことにとても満足しています。


